
効
率
と
い
う
線
引
き
で
特

定
の
石
炭
火
力
発
電
所
を

狙
い
撃
ち
し
て
い
る
。
ま

る
で
『
魔
女
狩
り
』
の
よ

う
だ
」。
あ
る
電
力
業
界
関
係
者
は
小
誌
の

取
材
に
対
し
、
こ
う
語
気
を
強
め
た
。

　

怒
り
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
２
０
２
０
年

７
月
３
日
、
梶
山
弘
志
経
済
産
業
大
臣
が
、

非
効
率
な
石
炭
火
力
を
30
年
度
ま
で
に
確
実

に
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
さ
せ
る
べ
く
、「
新
た

4

4

な
」

44

規
制
的
措
置
の
導
入
や
、
早
期
退
出
を

誘
導
す
る
仕
組
み
の
創
設
な
ど
の
検
討
を
開

始
す
る
旨
を
表
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
伏
線
が
あ
っ
た
。
18
年
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
に
お
け
る
30
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構

造
の
あ
る
べ
き
電
源
構
成
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
）
で
は
、
石
炭
火
力
の
割
合
を
26
％

程
度
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
同
計
画
で

は
、
石
炭
火
力
の
発
電
方
式
の
う
ち
、
超
臨

界
圧
（
Ｓ
Ｃ
：
17
頁
表
）
以
下
の
発
電
所
に

つ
い
て
は
、
退
出
に
向
け
て
取
り
組
む
と
明

記
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

梶
山
大
臣
の
発
言
後
、
20
年
８
月
か
ら
は

「
非
効
率
」
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
、
経
済

産
業
省
の
「
石
炭
火
力
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）」
で
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
非
効
率
石
炭
火
力
の
〝
包
囲
網
〞

「
非

WEDGE  REPORT

「非効率石炭火力」って簡単に決めるな
民間の創意工夫促せ
CO2ネットゼロ社会実現に向け「再生可能エネルギーをいかに導入していくか」を巡る議論が活気を帯びている。
その裏で「非効率」石炭火力発電所の退出を迫られた電力業界が頭を悩ませている。
文・編集部（野川隆輝）

KYODONEWSIMAGES

効率の高い石炭火力発電所の
新設・リプレースは進んでいる

16
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Wedge Special Report

資本主義の転機
日本と世界は変えられる

新型コロナウイルス感染症が世界に甚大な影響を与えている。
そして今、人々が幸せになるために生まれた資本主義は

大きな試練に直面しているが、世界は有効な解決策を示せずにいる。
21世紀を生きる人類は、新型コロナだけでなく

今後もさまざまな「リスク」に直面することになるだろう。
危機に直面した時でも、従業員やその家族、地域社会を守れる仕組みが必要だ。

今こそ日本発で、その「処方箋」を世界に向けて示すときだ。
文・原 丈人、スズキ・トモ、渋澤 健、佐々木 実、野崎浩成、磯山友幸、編集部（友森敏雄、川崎隆司）

写真・さとうわたる

DANIEL GRIZELJ/GETTYIMAGES
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
社
会
全
体
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
た
最
中

の
２
０
２
０
年
９
月
、
法

務
省
に
「
危
機
管
理
会
社
法
制
会
議
」
が
設

置
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
な
か
で
、

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
会
社
が
い
く
つ
も

出
て
き
た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
20
年
末

時
点
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
連
し
た
解
雇
や

雇
い
止
め
が
８
万
人
近
く
に
お
よ
ん
で
い
る

と
い
う
。
今
年
は
、
そ
の
数
は
さ
ら
に
増
え

る
だ
ろ
う
。

　

危
機
管
理
会
社
法
制
会
議
に
は
、
会
社
法

が
専
門
の
上
村
達
男
早
稲
田
大
学
名
誉
教

授
、
松
本
正
義
関
西
経
済
連
合
会
会
長
、
日

覺
昭
廣
東
レ
社
長
、
岡
素
之
住
友
商
事
特
別

顧
問
な
ど
を
迎
え
て
議
論
し
て
お
り
、
こ
の

会
議
に
対
す
る
日
本
全
国
の
勤
労
者
の
期
待

の
大
き
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。
会
社
は

売
り
上
げ
が
立
た
な
く
て
も
給
料
を
払
え
る

よ
う
に
す
る
に
は
平
時
か
ら
の
備
え
が
必
要

だ
。
そ
こ
で
法
定
資
本
、
法
定
準
備
金
の
制

度
を
改
め
て
導
入
し
、
利
益
剰
余
金
も
一
定

割
合
を
留
保
す
る
よ
う
に
制
度
を
改
め
、
い

ざ
と
い
う
時
に
社
員
と
家
族
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
強
靭
な
法
制
度
が
必
要
と
な
る
。
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
の
会
社
法
体
系
の
規

範
と
な
る
も
の
を
作
る
の
だ
。

新

C A P I T A L I S M

文・原 丈人  George Hara

危機管理会社法制会議議長

ニューヨーク証券取引所（NYSE）に対峙する〝Fearless Girl（恐れを知らぬ少女）〟像

行き過ぎた株主資本主義によって、社会的な分断が大きく広がりつつある。
今こそ従業員や地域を第一に考える「公益資本主義」を日本から発信していく必要がある。

従業員と家族、地域を守れ
公益資本主義で会社法を再建
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熟
経
済
社
会
下
の
日
本

（
中
国
、
イ
ン
ド
も
追
随
）

の
経
営
や
経
済
運
営
に
は

新
し
い
発
想
と
制
度
の
再

設
計
が
不
可
欠
だ
。
い
ま
だ
に
投
資
家
を
保

護
し
優
遇
す
る
こ
と
で
一
定
の
成
長
が
見
込

ま
れ
る
英
米
型
の
ル
ー
ル
に
追
随
し
て
い
て

は
、
日
本
企
業
の
生
み
出
し
た
付
加
価
値
は

海
外
や
一
部
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
に
偏

重
分
配
さ
れ
、
日
本
全
体
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
が
棄
損
さ
れ
る
。
成
熟
経
済
を
迎
え
た

今
、
希
少
な
の
は
、
カ
ネ
で
は
な
く
、
ア
イ

デ
ア
や
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
た
ヒ
ト
で
あ
る
。

動
機
を
与
え
、
人
を
育
て
、
優
秀
な
人
材
を

経
済
全
体
で
活
用
で
き
る
制
度
を
設
計
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
具
体
的
に
、
早
急
に
、
そ
の
新
し
い
制
度

を
構
築
す
る
カ
ギ
と
し
て
「
ト
リ
プ
ル
ラ
イ

ン
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
を
紹
介
す
る
。

ト
リ
プ
ル
、
つ
ま
り
①
従
業
員
②
役
員
③
事

業
再
投
資
を
優
先
し
て
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

（
会
計
）
す
べ
き
と
い
う
考
え
だ
。

日
本
は「
成
熟
経
済
社
会
」で
あ
り 

欧
米
と
も
新
興
国
と
も
違
う

　
日
本
は
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国
と

も
英
・
米
な
ど
の
先
進
国
と
も
異
な
る
『
成

熟
経
済
社
会
』
を
迎
え
て
久
し
い
。
こ
れ
を

成

A C C O U N T I N G

成熟経済で希少なのは、カネではなく、アイデアやプライドを持ったヒトだ。
優秀な人材を経済全体で活用できる新しい会計の仕組みとは。

文・スズキ・トモ  Tomo Suzuki

早稲田大学商学学術院、Oxford Institutional Mechanism Design（OxIMD）教授

従業員、役員、再投資を優先
新しい会計でヒトを動機付ける

インドでのCSRの『一行開示』で、多くのスラム街にブルーシートが寄付された
TOMO SUZUKI
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か
っ
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
２
０
０
１
年
の
こ

と
で
、
こ
の
年
、
独
立
し
て
会
社
を
立
ち
上

げ
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
。
長
男
が
生
ま
れ

た
翌
年
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
「
９
・

11
」
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
き
た
。
そ
の
日
、

私
は
シ
ア
ト
ル
に
い
た
。
雨
が
多
い
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
町
だ
が
、
そ
の
日
は
快
晴
で

き
れ
い
な
空
が
広
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

テ
ロ
の
せ
い
で
全
て
の
飛
行
機
は
ス
ト
ッ

プ
。
そ
れ
こ
そ
瞬
時
に
し
て
、
人
も
物
も
動

か
な
い
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
。そ
れ
ま
で
、

フ
ァ
ン
ド
の
仕
事
で
端
末
一
つ
で
何
十
億
円

も
の
お
金
を
動
か
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。

　

渋
沢
栄
一
と
の
邂
逅
は
そ
ん
な
と
き
に
訪

れ
た
。
私
は
玄や

し
ゃ
ご孫

に
あ
た
る
が
、親
か
ら「
渋

沢
栄
一
の
教
え
を
守
り
な
さ
い
」
な
ど
と
言

わ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
た
だ
、
叔
父

が
「
渋
沢
家
の
家
訓
は
、
株
と
政
治
は
や
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
て
、
父
に
「
そ
ん
な
話
、
本
当
に
あ
っ

た
の
か
？
」
と
、
尋
ね
て
み
た
。
父
も
全
て

は
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
『
渋
沢
栄
一
伝

記
資
料
』
か
ら
、
調
べ
て
み
て
く
れ
た
。
す

る
と
、
や
は
り
そ
の
家
訓
は
あ
っ
た
。

「
投
機
ノ
業
又
ハ
道
徳
上
賤
ム
ヘ
キ
務
ニ
従

事
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」

　

私
は
金
融
市
場
の
仕
事
で
道
徳
上
問
題
が

あ
る
こ
と
を
し
た
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

が
、
ま
さ
に
「
投
機
の
業
」
で
あ
っ
た
。
40

歳
に
な
っ
て
、
自
分
は
渋
沢
家
の
家
訓
に
は

反
し
て
い
た
、
私
に
と
っ
て
は
〝
不
都
合
な

真
実
〞
だ
っ
た
。

　

で
あ
れ
ば
、
他
に
〝
都
合
が
良
い
事
実
〞

沢
栄
一
が
唱
え
た
「
合
本

主
義
（
日
本
の
資
本
主
義

の
原
点
）」
は
、「
株
主
資

本
主
義
」
と
は
異
な
り
、

従
業
員
と
そ
の
家
族
、
顧
客
ま
で
含
ん
だ
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
価
値
の
最
大
化
を
図
る

と
い
う
も
の
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（Sustainable 

D
evelopm

ent Goals

：
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
と
い
う
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
キ

ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
１
０
０
年
前
に
す
で
に
渋
沢
は
そ

の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
。

　
編
集
部
（
以
下
、
─
）
大
祖
父
・
渋
沢

栄
一
と
の
〝
出
会
い
〟
と
は
？

渋
澤　

私
は
大
学
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
育
ち
、

日
本
で
外
資
系
金
融
機
関
を
経
て
ヘ
ッ
ジ
フ

ァ
ン
ド
に
も
就
職
、
資
本
市
場
の
真
ん
中
、

〝
算
盤
〞
の
世
界
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
世

界
情
勢
が
瞬
時
に
し
て
価
格
に
反
映
さ
れ
る

短
期
志
向
の
中
に
い
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
れ
が
悪
い
こ
と
だ
と
は
思
っ
て
い
な

渋
E T H I C S

渋沢栄一から5代目にあたる渋澤健氏に、
いま『論語と算盤』に代表される渋沢の思想に触れることの意義について聞いた。

100年かかって、時代が
〝論語と算盤〟に追いついてきた！

1961年、神奈川県生まれ。シブサワ・
アンド・カンパニー代表取締役。コモン
ズ投信取締役会長・創業者。87年に
UCLAでMBA取得。JPモルガン、ゴー
ルドマン・サックス等を経て、米ヘッジ
ファンド、ムーア・キャピタル・マネジ
メントの日本代表に着任。2001年に独
立。経済同友会の幹事も務め、政策提言
書の作成にも携わる。

渋澤 健 Ken Shibusawa

WATARU SATO
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
あ
た
り
ま
え
の
日
常

を
揺
る
が
し
、
時
代
思
潮

を
変
え
つ
つ
あ
る
。
欧
州

知
識
人
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
は

い
ち
早
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

「
危
機
が
示
し
た
の
は
、
命
を
守
る
分
野
の

経
済
価
値
の
高
さ
だ
。
健
康
、食
品
、衛
生
、

デ
ジ
タ
ル
、物
流
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

教
育
、
文
化
、
研
究
な
ど
が
該
当
す
る
。
こ

れ
ら
を
合
計
す
る
と
、
各
国
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
５
〜
６
割
を
占
め
る
が
、
危

機
を
機
に
割
合
を
高
め
る
べ
き
だ
」（『
日
本

経
済
新
聞
』
２
０
２
０
年
４
月
９
日
付
）

　

ダ
ボ
ス
会
議
の
生
み
の
親
で
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
会
長
の
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ュ
ワ
ブ
も

「
グ
レ
ー
ト
・
リ
セ
ッ
ト
」
の
必
要
を
説
い

て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
危
機
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
を
よ

り
持
続
可
能
で
強
靭
、
包
摂
的
に
す
る
『
グ

新

「資本主義の危機」が世界的に叫ばれるようになった。
50年も前から警鐘を鳴らし続けていた希代の経済学者にふたたび注目が集まっている。

文・佐々木 実  Minoru Sasaki

ジャーナリスト（写真・高野宏治）

「資本主義の危機」を見抜いた
宇沢弘文の慧眼 E C O N O M I C S

1928年鳥取県生まれ。経済学者。
東京大学理学部数学科卒。スタンフ
ォード大学、シカゴ大学、東京大学
などで教鞭をとる。「日本人で最も
ノーベル経済学賞に近い」と呼ばれ
た。97年に文化勲章受章。2014年に
他界。

宇沢弘文
Hirofumi Uzawa

TOYO
KEIZAI/AFLO
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本
型
経
営
が
重
要
だ
」
と

言
う
人
が
、経
営
者
に
も
、

経
営
学
者
に
も
、政
治
家・

官
僚
に
も
少
な
く
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
爆
発

が
世
界
を
覆
い
、
経
済
活
動
が
ま
ま
な
ら
ず

に
、
企
業
が
苦
境
に
立
っ
て
い
る
今
こ
そ
、

「
日
本
型
経
営
」の
出
番
だ
、と
い
う
わ
け
だ
。

　
だ
が
「
日
本
型
経
営
」
と
は
何
な
の
か
。

教
科
書
的
に
言
え
ば
①
終
身
雇
用
②
年
功
序

列
③
企
業
別
組
合
と
な
る
が
、
本
稿
で
問
い

た
い
の
は
そ
ん
な
こ
と
で
は
な
く
、「
日
本

型
経
営
の
根
幹
と
は
何
か
」と
い
う
こ
と
だ
。

実
は
明
確
に
答
え
ら
れ
る
人
は
少
な
い
。

　
利
益
一
辺
倒
で
は
な
い
経
営
、
株
主
だ
け

で
な
く
従
業
員
や
取
引
先
な
ど
「
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
」
全
体
を
向
い
た
経
営
、「
人
こ

そ
財
産
」と
い
う
経
営
│
。
い
ず
れ
も「
正

論
」
だ
が
、
具
体
的
に
実
際
の
経
営
で
そ
れ

を
実
現
さ
せ
る
と
な
る
と
簡
単
で
は
な
い
。

勢
い
「
米
国
型
経
営
」
や
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

に
背
を
向
け
る
こ
と
が
「
日
本
型
経
営
」
の

発
露
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
加
え
て
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
高
度
経
済
成
長
期
の
成
功
体
験
に
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
を
覚
え
、
単
な
る
「
先
祖
返
り
」
を

指
向
し
て
い
て
は
、
日
本
は
世
界
経
済
の
中

で
沈
み
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

「
日

コロナ危機の今こそ本当の意味での「日本型経営」を追求すべき時だ。
だが、単なる「先祖返り」を指向すれば、世界経済の中で沈み続けることになる。

文・磯山友幸  Tomoyuki Isoyama

ジャーナリスト（写真・井上智幸）

MANAGEMENT

日本の中心ともいえる「三菱一号館」などが建つ東京・丸の内。いま、日本企業に必要な変革とは何か─
MICHAEL H/GETTYIMAGES

日本企業復活への処方箋
今こそ「日本型経済」の根幹を問え
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訓練中の米兵と無人飛行機。今や無人兵器の活用が広がり、今後はAIを駆使した技術開発が加速する

中
を
中
心
に
、
極
超
音
速

兵
器
や
量
子
技
術
と
い
っ

た
戦
場
で
利
用
さ
れ
る
先

端
技
術
の
研
究
が
盛
ん

だ
。さ
ら
に
高
度
な
無
人
機
の
開
発
も
進
み
、

有
人
機
と
行
動
す
る
こ
と
で
戦
略
の
幅
も
大

き
く
広
が
る
。
人
間
の
処
理
負
担
軽
減
や
、

低
コ
ス
ト
か
つ
人
命
リ
ス
ク
を
抑
え
た
運
用

が
出
来
る
な
ど
の
利
点
も
併
せ
持
つ
。

　

今
後
技
術
の
中
心
と
な
る
の
が
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
だ
。
主
に
軍
事
作
戦
に
お
け
る
人

間
の
意
思
決
定
の
補
助
、
情
報
処
理
能
力
向

上
、
あ
る
い
は
サ
イ
バ
ー
分
野
で
の
利
用
が

想
定
さ
れ
る
。
米
中
に
加
え
ロ
シ
ア
で
は
Ａ

Ｉ
搭
載
の
自
律
型
無
人
機
の
開
発
も
進
む
。

他
方
、
Ａ
Ｉ
の
軍
事
利
用
に
は
世
界
で
慎
重

な
声
が
あ
が
る
。
人
間
の
関
与
な
し
に
殺
傷

能
力
を
持
つ
兵
器
が
自
律
的
に
行
動
し
た
場

合
に
ど
う
す
べ
き
か
。
具
体
的
な
規
制
や
罰

則
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
米
中
対
立
の
下
、
今
後
の
日
本
の

安
全
保
障
を
見
据
え
る
に
あ
た
り
、
Ａ
Ｉ
の

軍
事
利
用
を
巡
る
動
き
と
影
響
を
考
慮
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
米
同
盟
の
あ
り

方
や
、
中
国
の
戦
略
を
読
み
解
く
に
も
新
た

な
価
値
観
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
気
鋭
の
専
門

家
が
、
米
中
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
日
本
の
と

る
べ
き
道
を
提
言
す
る
。

世
界
で
加
速
す
る「
Ａ
Ｉ
の
軍
事
利
用
」

日
本
が
と
る
べ
き
道

米
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軍
政
樹
立
か
ら
５
年
、
前
回
の
選
挙

か
ら
８
年
ぶ
り
の
、
待
望
の
選
挙
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
大
躍
進
し
た
の
が

新
未
来
党
で
あ
る
。
基
盤
を
持
た
ぬ

新
党
な
が
ら
、
反
軍
政
と
民
主
主
義

の
回
復
と
い
う
公
約
で
若
者
か
ら
絶

大
な
支
持
を
得
た
。
政
権
批
判
を
繰

り
広
げ
た
新
未
来
党
は
、
憲
法
裁
判

所
か
ら
不
透
明
な
判
決
を
下
さ
れ
、

１
年
足
ら
ず
で
解
党
さ
せ
ら
れ
た
。

　

新
未
来
党
に
投
票
し
た
若
者
た
ち

は
、す
ぐ
さ
ま
抗
議
集
会
を
開
い
た
。

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
理
由
に
緊
急
事
態
宣
言
を
発

令
、
集
会
の
禁
止
や
学
校
の
休
校
で

収
束
を
図
っ
た
が
、
在
宅
時
間
が
増

え
た
若
年
層
は
、
タ
イ
の
政
治
や
歴

史
を
じ
っ
く
り
学
び
直
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
て
政
治
思
想
や
価
値
観
を
語

り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

POINT OF VIEW

タ
イ
は
今
、
歴
史
的
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
。
２

０
２
０
年
初
頭
か
ら
始

ま
っ
た
反
体
制
運
動
は
、
８
月
に
は

タ
ブ
ー
だ
っ
た
王
室
批
判
に
踏
み
込

ん
だ
。
タ
イ
の
背
骨
で
あ
る
王
室
の

改
革
を
望
む
声
の
高
ま
り
は
、
社
会

全
体
の
大
変
革
を
予
感
さ
せ
る
。
７

０
０
０
社
以
上
の
企
業
が
進
出
し
、

邦
人
学
校
の
規
模
が
世
界
有
数
を
誇

る
日
本
に
と
っ
て
も
、「
対
岸
の
火

事
」
で
は
済
ま
な
い
だ
ろ
う
。

　

反
体
制
運
動
の
中
心
は
、
大
学
生

や
中
高
生
な
ど
の
若
年
層
で
あ
る
。

明
確
な
指
導
者
を
持
た
ず
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
通
じ
た
緩
や
か
な
紐

帯
を
保
ち
な
が
ら
、
各
地
で
そ
れ
ぞ

れ
が
運
動
を
展
開
す
る
。
彼
ら
に
共

通
す
る
願
い
は
、国
是
と
さ
れ
る「
タ

「
タ
イ
式
民
主
主
義
」の
分
水
嶺

や
が
て
迫
ら
れ
る
日
本
の
決
断

多
く
の
日
本
企
業
が
進
出
し
て
い
る
タ
イ
で
、民
主
化
を
求
め
る
若
年
層
の
反
体
制
運
動
が
収
ま
ら
な
い
。

国
是
で
あ
る
「
タ
イ
式
民
主
主
義
」
の
機
能
不
全

│
。日
本
も
「
対
岸
の
火
事
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

タイの反体制運動は、タブーとされてきた現国王（中央）および王室への批判を展開するようになった

R
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/A
FLO

イ
式
民
主
主
義
」
の
改
革
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
、
王
室
に
代
表
さ
れ
る
伝

統
的
権
威
に
物
申
す
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
体
制
は
、
国
王
の
信
託
を
得

た
者
が
、
民
衆
の
幸
福
の
た
め
に
政

治
を
行
う
の
が
良
い
と
す
る
考
え
方

で
あ
る
。
既
存
の
特
権
階
級
に
と
っ

て
は
、
タ
イ
の
民
主
主
義
は
上
か
ら

与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
選
挙
で

民
衆
（
下
）
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

も
の
で
は
な
い
。
政
治
で
大
き
な
権

限
を
有
す
る
の
は
、
任
命
制
の
上
院

や
「
国
王
の
名
に
よ
っ
て
」
判
決
を

下
す
憲
法
裁
判
所
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
非
公
選
で
あ
る
。
神
聖
で
不
可
侵

な
る
国
王
は
、
政
治
や
法
を
超
越
し

て
全
て
の
頂
点
に
君
臨
す
る
。

　

民
衆
が
国
政
に
意
思
を
示
す
唯
一

の
機
会
は
下
院
選
挙
で
あ
る
。
19
年

の
下
院
選
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る


